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1. はじめに 新薬開発のプロセスにおいて、特に臨床試験は成功確率が低く、所要期間が長いこ

とから、医薬品開発の長期化・高コスト化の大きな要因となっている。そこで、極微量放射性炭

素同位体（14C）で標識した化合物をヒトに投与し薬物動態データを取得するマイクロドーズ試験

が導入され、臨床試験の前段階で候補化合物の早期スクリーニングを実施できれば、開発期間短

縮・低コスト化が期待されている。このための 14C 分析法として、光共振器を利用した超高感度

なレーザー吸収分光であるキャビティーリングダウン分光（CRDS）に基づく手法の開発を進めて

いる[1-2]。今回は、14C 分析における定量性を評価した。 

2. プロトタイプシステムの概要と 14C 分析の定量性評価 14C 分析のための CRDS プロトタイプシ

ステムの概要を Fig.1 に示す。液体試料を燃焼酸化により CO2化し、CRDS ガスセルに導入する。

14CO2の吸収線が存在する中赤外域に発振波長をもつ量子カスケードレーザー（QCL）をガスセル

に入射し、セルに設置された光共振器内で多重反射した光の減衰率を測定することで、共振器内

に存在する分子種の吸収量を評価できる。QCL の発振波長を QCL の電流により変化させ、吸収

スペクトルを取得するが、発振波長の較正には、ファブリペロー干渉計（FPI）を用いる。 

14C 分析の定量性を評価するために、14C 濃度の異なる 14C 標識グルコース試料を用いて、吸収

スペクトルを取得した。得られた吸収スペクトルを Fig.2 に示す。14C 濃度により 14CO2 ピーク強

度が変化し 14C/stableC=10-9～10-6 の範囲で良好な線形性が成り立つことが確認された。 

 

Fig.1 Overview of 14C-CRDS prototype system Fig.2 Absorption spectra of CO2 including 14C 
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